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生息環境によって鳥の翼の形はどう違うのか 

 

６年・鶴谷 百恵 

 

1、研究の動機や目的、背景 

【背景】 

私は小さいころから、動物（特に鳥）が好きだった。 

【動機】 

鳥の図鑑を見ていて鳥の翼は、細長い形の翼と正方形の形の翼の２つに分けられるような気がしたから。 

【目的】 

何が鳥の翼の形を変えているのか知るため。  

 

2、重点的に取り組んだところ 

１）計測する個体数を増やしたこと。 

２）今までパソコンを触ったこともなかったのに、文字入力やグラフ作成をし、分かりやすくした。 

 

3、研究を進めていて面白いと思ったこと・難しいと思ったこと 

１）面白いと思ったことは、翼を測っている時に翼を見ただけでどんな場所に生息している鳥かわかる

ようになったこと。 

２）難しいと思ったことは、研究内容をまとめたり、発表できるように準備したりして、言葉にして人

に伝えるということ。 

 

4、研究活動を通して自分が得たもの、成長したところ 

１）得たものは、根気強さ。研究はもっと華やかですぐできるものだと思っていたけど、ひたすら測っ

たり、入力したりと大変で地道なことがたくさんあった。 

２）成長したところは、自分ではよく分からないけど、有名な科学者もこうして素晴らしい成果をあげ

たのだと思うと改めてすごいなと分かったこと。 
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１、研究内容の特徴 

鳥の体のつくりを理解するために仮剥製をつくり、自作の仮剥製を含む 100 体以上の標本の翼の形を

測った。生息環境でグループ分けをしてどのように翼の形が違うのか調べた。 

 

２、研究の概要 

１）これまでの研究について 

「鳥類学」という本で調べたところ、開放的な場所（森林以外）に住む鳥の羽は細長く、障害物の多

い閉鎖的な場所（森林）に住む鳥の羽は正方形に近いというように、環境によって翼の形が違うこと

が分かった。しかし、実際どのくらい違うのか数値等のデータでは書かれていなかった。 

 

２）研究の材料と方法 

 【仮剥製の材料】 

  ・鳥の死体 ・ホウ酸 ・メス ・綿 ・竹串 ・針と糸 ・ピンセット  等 

 【仮剥製の作り方】 

   ①腹を開き、皮を少しずつ剥ぐ。 

   ②翼と足と首を外す。 

   ③背中の方まで皮を剥ぎ、尾椎を切り離す。 

   ④内臓などの胴体を取る。 

   ⑤頭の皮を剥ぎ、舌骨を外す。 

   ⑥眼を取り出し、脳みそをかきだす。 

   ⑦皮をもどし、肉を取る。 

   ⑧竹串に綿を巻き付けて中身を作る。 

   ⑨中身をつめて縫う。 

   ⑩羽を整えて乾燥させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①腹を開く                 皮を少しずつ剥ぐ 
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②翼と首と足を外す             ③背中の方まで皮を剥ぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④内臓などの胴体を取り外す         ⑤、⑥頭の皮を剥ぎ眼を取り外す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦細かい肉を取る               ⑧中身を作る 
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 ⑨中身を詰めて縫う              ⑩羽を整えて乾燥させる 

 

自分で作った仮剥製２体を含む 100 体以上の標本の翼角から 90 度におろした長さの翼弦長と三列風切

から翼の先までの翼幅を定規、又はノギスで測り、縦と横の長さを基にしたアスペクト比を出す。住んで

いる環境（開放的（森林以外）・閉鎖的（森林）・両方（森林も他も））で翼を計測した鳥をグループ分け

してアスペクト比を比べる。生息環境は「JAVIAN データベース」を基に調べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）結果 

①仮剥製作り 

・人と同じようにシロハラやツバメ（鳥）も肩から手（翼）が出ていた。 

・たくさんのけんや筋肉でがっちり繋がり合っていた。 

 

 

翼角 

翼弦長（縦の長さ） 

翼幅（横の長さ） 
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②アスペクト比 

・開放的な所にいる鳥はアスペクト比が高く（2.56）閉鎖的な所の鳥（1.82）や両方にいる鳥（2.07）

はアスペクト比が低かった。※生息環境ごとのデータは【表】参照 

 

  開放的 両方 閉鎖的 不明 合計 

個体数 44 41 14 2 101 

アスペクト比 2.56 2.07 1.82     

 

 

 ４）考察 

・先行研究にあったように、開放的な所にいる鳥の翼の形のアスペクト比が高いのは長い距離を飛

ばなければいけないからで、軽く、空気を切るように飛ぶために細長くなっていた。平均すると

2.56 という値になったが、種類によっても大きく違うことがわかり、一番値の大きいものはアオ

サギの 6.29、小さいものはハシボソガラスの 1.52 で全く違う数値になった。 

・閉鎖的な所にいる鳥の翼の形のアスペクト比が低い（翼の形が正方形に近い）のも速く飛び立つ

ためで、翼が正方形に近ければその分面積も大きくなるからたくさん空気を押せて瞬発力が強く

なる。閉鎖的で障害物が多い所の鳥たちは短い距離を速く飛ばなければいけないのですぐ飛べる

形へと変えていったことがわかった。閉鎖的な場所に住む鳥の値も平均値は 1.82 だったが、ヨ

タカは 2.36、ミヤマカケスは 1.34 とこちらも大きく異なる値になった。 

・今回は開放的、両方、閉鎖的と木々などの障害物の多い森林をベースにグループ分けしたが、そ

れだけでは正確な値を出すのは難しいのかもしれない。今回の研究では３つのグループにしかわ

けなかったが、もっと細かくグループ分けするとより正確な値が出せるのではないかと思う。 

・また、渡り性（一年のうち日本にずっといるのか、外国にわたっていくのか）を考えることも大

切でないかと思った。日本の中を移動するのも大変だが、外国になるとさらに移動距離が増える

ので翼の形に必ず関係があると考えられるからだ。 

 

５）新たな疑問 

  ・（翼を計測していた時に）なぜ翼の先が分かれている鳥とそろっている鳥がいるのか。翼の形も違

うが、翼の先端の形も飛行時には重要な点になると思った。 

  ・鳥には尾羽という羽がお尻にもついており、その羽の役割についても関心を持った。 

  ・どうして翼を１面の布みたいにせずに何枚にも分れているのか。（コウモリのように蛇腹状にすれ

ばよいのではないか） 
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・今年の発表には間に合わなかったが、生息環境のグループ分けをより細かく行ったり、羽の先端の形状

の違いや尾羽についても研究していきたいと思った。 

 

６）謝辞 

出口翔太先生（福井県福井市自然史博物館） 

谷宏介先生（福井市西藤島小学校） 

 櫻井佳明先生（石川県加賀市片野鴨池観察館） 

鈴川文夫様 

高栄晋平先生（石川県小松市立博物館） 

ホネ部のみなさま（福井県福井市自然史博物館） 

福井県福井市自然史博物館 

石川県加賀市片野鴨池観察館 

福井県自然保護センター 

（個人・機関別、五十音順） 

 

仮剥製作成時、標本計測時、研究を進めるにあたり大変お世話になりました。 

ありがとうございました。 
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・フランク・B．ギル（2009）（山岸哲訳）『鳥類学』新樹社 
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【表】生息環境ごとのデータ 
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